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Cefuroxime axetil (CXM-AX) の臨床的検討
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Cefuroxime axetil (CXN1-AX) を肺炎3名,腎 孟腎炎3名,膀 胱炎 ・無症 候性細菌 尿4名,計

10名 に使用 した。使用量は肺炎は500mgを1日3回,尿 路感染症は250mgを1日3回,食 後

に内服 させ た。肺炎の3名 は有効2名,や や有 効1名 で,尿 路感染症は全例有効であ った。 尿路感

染症の起炎菌 である E. coli 5株, K. pneumoniae 1株 P. mirabilis 1株 は全 て除菌 され た が,

P. mirabilis と併存 した P. aeruginosa 1株 は除菌 されなか った。 臨床的 な副作用は認 め なか った

が,2名 にGOT・GPT上 昇 とGOT・GPT・A1-P上 昇 を認 め た。

Cefuroxime axetil (CXM-AX) は  Cefuroxime

(CXM)の1-acetoxyethylester誘 導 体 で,経 口投 与

され ると腸管 内 で 脱 エ ス テル 化 さ れ てCXMと して吸

収 され,抗 菌 作 用 を発 揮 す る 経 口Cephalosporin剤 で

あ る。 本剤 は空 腹 時 よ り食 後 内 服 の 方 が 吸 収 が 優 れ て い

るの で,私 どもは 肺炎3名,尿 路 感 染 症7名 に 本 剤 を 食

後に 使用 し,臨 床 的検 討を 行 な った 。

I.対 象 と使用方法

対象は1988年2月 か ら1986年2月 までの間に水原

郷病院および長岡赤十字病院内科にて外来 または入院 治

療を うけた10名 で,年 齢は26歳 か ら87歳 で,男1

名,女9名 である。

感染症の内訳は肺炎3名 と腎孟腎炎,膀 胱炎,無 症候

性細菌尿を含む尿路感染症7名 である。

CXM-AXの 使用量は肺炎は1回500mgを,尿 路感染

症は1回250mgを それぞれ1日3回 食後 に内服 させた。

II.臨 床 成 績

概要はTable1に 示 した。臨床効果 は有効9名,や や

有効1名 であった。

各疾患についての成績 を簡 単に説 明す る。

肺炎(症 例1～3)

症例1は 基礎疾患 として重症 な肝硬変が あ り,入 院中

に発熱,咳 と右上肺野の胸部 レ線陰影 をもって発病 し,

本剤の治療に より4日 目に下 熱 したが,咳 は9日 目に消

失 胸部 レ線豫の改善 も遅れたのでやや有効 とした。症

例2,3は 順調 に症状,検 査値,胸 部 レ線 像が改 善 し有

効であった。

腎孟腎炎(症 例4～6)

症例5は 腰 部脊柱管狭窄症 のため下肢の運動麻痺が あ

り,カ テーテル留置中 であ り,症 例6は 脳卒中後遺症 で

下 肢の不 全麻痺を伴 い,時 々失禁す る。3例 とも発熱 を

もって発 症 したが,本 剤治療 によ り順調に下 熱 して有効

であ った 。 症 例4の K. pneumoniae, 症 例6の E. coli,

症例5の P. mirabilis は消失 したが,症 例5に 併存 した

P. aeruginosa は106/mlに 残 存 し,部 分消 失 とな った っ

しか し,本 剤 終 了 後 に 他 の抗 生 剤 は 使 用 しなか った 。

膀 胱 炎,無 症 候 性 細 菌 尿(症 例7～10)

症 例7に 微 熱 を認 め た ほ か は 他 の基 礎 疾 患 で入 院 中 に

細菌 尿 を発 見 され た もの で あ る。症 状,尿 所 見,細 菌 尿

は本 剤 治 療 に よ り改 善 あ るい は 消失 して有 効 で あ った 。

III.副 作用 ・臨 床 検 査 値 異 常

臨床 的 な副 作 用 は認 め られ な か った。 本剤 使 用 前後 の

検 査 値 はTable 2に 示 した 。Al-Pは 水 原 郷 病 院 で は

King-armstrong単 位,長 岡 赤 十 字 病 院 で は 国際 単 位 で

測 定 して お り,そ れ ぞれ の単 位 で示 した 。

症 例3は 本剤 使 用 前 のGOT, GPTは そ れ ぞ れ10で

あ った が,8日 目に は51,58,14日 目 には41,93と な

り,治 療 終 了2週 間後 に は17, 20と 正 常 に 復 した 。 本

例 につ い てLeucocyte migration inhibition test (LMIT)

を 行 な っ た と こ ろCefuroxime (CXM), Cefoxitin

(CFX), Cephalothin (CET)に 陽 性 で, CXMの7位 の

furyl基 と他 の2剤 のthienyl基 の 間 に 交 叉反 応 を 認 め

た が,同 時 に実 施 したCefotaxime (CTX), Ceftazidime

(CAZ), Aztreonam (AZT), Carumonam (CRMN),
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Cephalexin (CEX), Ampicillin (ABPC)に は 陰 性 であ っ

た 。

症 例8は 本 剤 使 用 前 と治療4日 目にTable 2に 示 した

GOT, GPT, Al-P上 昇 を認 め,治 療 終 了7日 後 に は そ

れ ぞ れ15, 11, 120と 正常 に復 し,本 剤 と関 係 あ りと考

え られ た 。

症 例1は 基 礎 疾患 の た めGOTは 概 ね 異 常 値 を呈 して

変 動 してお り,症 例5の 腎 機 能 も加 齢 に よ る変 化 で本 剤

に よ る も の では な い 。

IV.考 案

CXM-AXは 空 腹 時 よ りも食 後 内服 の 方 が 血 中 濃 度 が

高 く,250mgな らび に500mg食 後 内 服 に よ りお よそ

3μg/mlと5μg/mlの 最 高 血 中 濃 度 が 得 られ1),ま た,

呼吸器感染症の起 炎 菌 の 中 で は S. pneumoniae, S.

pyogenes, H. i nfluenzae な どにAmpicillinと 同 等 以上

の抗菌力 を示す2)の で,中 等症以下の呼吸器感染症 に対

す る効果が期待 され る。私 どもは3例 の肺 炎 に500mg

を1日3回 内服 させ て概 ね期待通 りの成績が得 られた。

また食後内服のCXM-AXの 尿中回収率はお よそ50%

で1)高い尿中濃度が 得られ,単 純性尿路感染症の起 炎 菌

として普通に み ら れ る E. coli, K. pneumoniae, P.

mira6ilis などに対 して優れた 抗菌 力を示す のて,私 ど

もの7例 の尿路感染症 には臨床的 には 全 例 有 効であ っ

た。症例3に 併存菌 として存在 し,本 剤使用後に も残存

した P. aeruginosa や Serratia, Indol 陽性の Proteus 属

に対 す る抗 菌 力 は,前 述 の グ ラム陰 性 菌 よ り劣 るた め に

複 雑 性 尿 路 感 染 症 に 対 す る効 果 は 限 定 され た もの に な る

と思 わ れ る。

CXM-AXは 従 来 のCephalosporin内 服 剤 に 比 較 して

β-lactamaseに 安 定 で,広 い抗 菌 スペ ク トル を有 す る点

で優 れ,ABPC3)やAmoxicillin4)(AMPC)内 服 よ りも体

内動 態 が 優 れ てい るの で,有 用 性 の高 い 内服 抗 生 剤 と考

え られ た 。
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Cefuroxime axetil was orally administered at a dose of 500 mg or 250 mg three times a day after

meal to ten patients with pulmonary or urinary tract infections. Clinical responsewas 'good' in two

patients and 'fair' in one patient with pneumonia and 'good' in all the cases of urinary tract infec-
tions, i. e., three cases of pyelonephritis and four cases of cystitis and asymptomatic bacteriuria. As

to causative organisms of urinary tract infections, five strains of E. coli and one strain each of K.

pneumoniae and P.mirabilis were all eradicated, but one strain of P. aeruginosa combined with P.
mirabilis persisted.

No clinical side effect was observed. As abnormality in laboratory findings, elevation of GOT and

GPT was observed in one case, and elevation of GOT, GPT and Al-P in another case.


